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この度、「田中孝記念立教大学コミュニティ福祉学部和太鼓プロジェクト」による陸前高
田公演に関する実践報告につきまして、第４回研究実践奨励賞を賜りましたこと、大変光
栄に存じます。はじめに、本会に多大なご支援を頂いております田中孝様、ご指導を頂い
ております「和太鼓会和光太鼓」の皆様、公演を快く受け入れて頂きました陸前高田の皆様、
ならびに本会を立ち上げ、メンバーの歩む道筋を示して下さいました松尾哲矢先生、工藤
秀夫様、浅野あゆみ様に、この場を借りて御礼申し上げます。

拙稿にて紹介させて頂きましたように、「田中孝記念立教大学コミュニティ福祉学部和
太鼓プロジェクト」は 2016 年 11 月に発足し、2017 年８月に、一つの目標であった陸前高
田公演を実施致しました。その後、本プロジェクトは、留学生との文化交流イベント、大
学太鼓フェスティバルへの出演など、徐々に活動の幅を広げており、初めての事だらけの中、
毎回少しでも良い演奏ができるよう、日々稽古に励んでおります。

拙稿では、太鼓という伝統文化を通じて、陸前高田の皆様との間に繋がりが生まれたと
いう経験から、現代における「絆」のあり方について考察いたしました。本プロジェクトは、
教員、職員、留学生も参加して、立場や年齢、国籍を超えて一つのチームとして活動して
いる点に特徴があり、コミュニティ福祉学部学部長の三本松政之先生には「これこそコミュ
ニティ」と評して頂きました。普段の学校生活では様々に立場の異なるメンバーですが、
太鼓の音色が紡いだ一つのコミュニティを基盤に、稽古や演奏を通じて学内外の様々な方々
との交流を繰り返しながら、幾重にも重なり得る、新たなコミュニティを創造していくハ
ブとしての役割を担えるよう、今後も日々精進して参ります。

第４回研究実践奨励賞

◆受賞のことば◆

和太鼓を通じたコミュニティ創造の胎動
─第４回研究実践奨励賞受賞によせて─
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写真１　2018 年卒業記念講演会にて 写真２　2018 年和太鼓Workshop にて




